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こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

私
た
ち
は
何
を
な
す
べ
き
か
。

■
に
考
え
共
に
言
び
、
共
に
悩
み
、

本
当
に
役
に
立
つ
退
職
者
会
に
し
た
い
。　
だ
き
ま
す
。

県職労 中高年部 第11回定期総会
(と き ) 63年 3月 18日0～ 19日□

(ところ) 公 立学校共済箱根保養所 「ひめ しや ら」

人生80年時代の視点からみれば、中高年部は、青、
中年部に衣替えしてもよく 前 途洋々であろうが

現実には、定年制の枠の中で中高年としていろいろ
な問題を抱えている。
本年の第11回tt会に始めて参加されたという職貝
も多く、済発な発言で活気が見受けられた。

(≧ Fた 言伝景

ヽ高年層へ退職者からの提言をご

)

な 年
い 金

◇
第
四
固
定
期
総
会
関
連
記
事
二
～
三
頁
参
照

加
入
の
お
す
す
め

〇
退
職
者
に
も
冬
の
季
節
の
到
来
で
す
。

法
の
改
正
に
よ
り
年
金
額
の
引
下
げ
、

し
ス
ト

ッ
プ
ー

Ｏ
老
人
医
療
も
有
料
化
、
そ
れ
と
保
険
以
外

の

費
用
の
激
増
な
ど
―
―
。

Ｏ
親
陸
だ
け
の
退
職
者
会
で
は
力
不
足
で
す
。

現
役

の
人
た
ち
や
、
全
国
の
仲
問
と

一
緒
に

中
央
政
府
や
国
会

へ
の
働
き
か
け
も
必
要
に

な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
会
報
は
、
現
役
の
中
高
年
職
員

の

方
々
に
も
役
立

つ
よ
う
編
集
し
て
お
り
ま

す
。
在
職
中
か
ら
退
職
後
に
備
え
て
物
心
に

わ
た
る
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

―
県
職
労
は
退
職
後
も
退
職
者
厚
生
会
と
協

力
し
て
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

神
奈
川
県
職
労
退
職
者
厚
生
会

第
四
回
　
定

期

総

会

と
　
き
　
昭
和
６３
年
５
月
１５
日
Ｄ
　
午
後
二
時
か
ら

昭
和
６３
年
５
月
１６
日
側
　
午
前
十
時
ま
で

と
こ
ろ
　
地
方
職
員
共
済
組
合
保
養
所
　
箱
根
　
嶺
水
苑

※
総
会
終
了
後
、
昨
年
同
様
夕
刻
よ
り
楽
し
い
懇
親
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

新
退
職
者
の
入
会
、
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費

の
納

入
を

お
願

い
し
ま
す
。

◎
昭
和
６３
年
度
　
年
会
賛

一
一、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

◎
終

身

会

費

　
　
　

一
一〇
、
○
○
○
円

（但
し
入
会
金

一
、
○
○
○
円
は
別
）

終
身
会
費
切
替
え
の
方
は
、
既
納
分
を
た

引

い
た
分
、
但
し
原
則
と
し
て
入
会
後
二

年
以
内

横
よ
銀
行
県
庁
支
店
振
体
口
理
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
　
　
旨
通
積
金
口
を
番
号
人
七
人
　
一
〓
；九
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昭
和
六
十
二
年
度

経

過

報

告

昭
和
六
十
二
年
度
活
動
方
針
に
も
と
づ
き
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

向
、
執
行
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
当
会
担

当
に
優
秀
な
る
県
職
労
本
部
の
事
務
職
員
の

配
置
配
慮
を
得
、
ま
た
役
員
改
選
を
機
に
幹

事
の
中
か
ら
実
質
的
事
務
局
長
を
選
任
し
新

体
制
の
下
、
毎
月
第

一
金
曜
日
を
原
則
と
し

て
定
例
幹
事
会
と
し
、
月
々
の
行
事
計
画
に

合
わ
せ
た
臨
時
幹
事
会
と
を
機
動
的
に
組
合

わ
せ
て
、
従
前
に
倍
し
た
執
行
体
制
の
強
化

に
努
め
た
。

口
，
福
利
厚
生
活
動
に
つ
い
て
は
、
全
労
済
の

火
災
共
済
契
約
更
新
に
際
し
、
県
職
労
厚
生

部
の
協
力
を
得
て
郵
便
に
よ
る
事
務
処
理
の

ほ
か
、
各
支
部
へ
も
幹
事
が
出
張
し
会
の
普

及
活
動
も
兼
ね
会
員
の
便
宜
を
図
っ
た
。

ま
た
、
会
報
の
発
行
に
際
し
て
全
労
清
、

労
金

へ
の
広
告
依
頼
の
都
度
、
役
に
立
つ
よ

う
な
関
連
記
事
を
登
載
し
啓
蒙
に
努
め
た
。

日
、
今
後
の
会
の
発
展
に
不
可
欠
な
在
職
、
中

高
年
者
を
対
象
と
す
る
普
及
活
動
を
は
か
る

た
め
、
会
報
に
も
参
考
記
事
を
全
載
す
る
に

か
、
内
容
充
実
、
部
数
増
加
を
は
か
り
　
県

職
労
、
中
高
年
部
の
協
力
を
求
め
、
全
職
場

（分
会
）
へ
毎
回
送
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

回
、
退
職
者
の
地
位
向
上
等
に
は
欠
か
せ
な
い

全
国
、
並
び
に
県
内
の
各
種
高
締
者
、
退
職

者
会
の
集
会
等
に
は
、
必
ず
幹
事
を
派
遣
、

交
流
を
深
め
、
ま
た
九
月
十
五
日

（敬
老
の

日
）
開
催
の
全
国
高
飾
者
大
集
会
に
際
し
て

は
　
川
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

広
く
会
員
に
も
全
国
的
情
報
把
握
学
習
の

一

端
と
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
約

四
〇
名
の
参
集
を
得
た
。
こ
の
実
施
に
当
っ

て
は
、
県
職
労
本
部
、
全
中
高
年
部
並
び
に

自
治
労
県
本
部
の
協
力
を
得
た
が
、
と
か
く

役
員
請
負
の
参
加
方
式

へ
一
つ
の
課
題
を
投

じ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

働
、
な
お
こ
の
ほ
か
　
活
動
方
針
に
も
ら
れ
た

が
、
十
分
に
実
行
出
来
な
か
っ
た
地
元
国
会

議
員

へ
の
意
見
具
中
、
陳
情
な
ど
、
会
及
び

個
人
に
対
す
る
取
組
み
、
説
明
等
充
分
で
あ

る
と
は
言
え
ず
、　
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
会
員
名
簿
作
成
に
つ
い
て
は
、

県
全
退
職
者
記
載
名
稗
が
必
要
と
思
わ
れ
た

の
で
、
他
退
職
者
会

へ
も
同
調
を
求
め
県

ヘ

申
し
入
れ
た
が
　
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。

内
、
以
上
の
よ
う
な
活
動
に
も
と
づ
き
　
会
の

存
在
も
設
立
以
来
満
三
年
経
過
し
た
こ
と
も

あ
り
、
よ
う
や
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

昭
和
六
二
年
度
新
加
入
会
員
は
約
六
〇
余
名

に
達
し
、
終
身
会
費
の
会
員
も
増
加
し
て
い

る
が
、
更
に

一
層
の
加
入
努
力
が
必
要
な
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

昭和 62年 度 収 支 決 算 報 告
支 出 |は1624 1-‖ “63331)

1は3634 1～ 口364331)

昭和 63年 度 収 支 予 算 (案 )
支 出

(第2号議案)
収 入

項 日 子年 領 決 算 佃 拘 安 項 出 予 算 額 決 算 傾 摘 要

1会 質 708 0001 1 063 000
1イi 効  費 250 000 ト 252 300 1

本
ネ
　
　
費

入 会  金 50 000 65 000 終身 30名、年会費 35名 客情誓癌繕
60 000 46 970 用II シ ールイし

190 000 205 260 友通費lL

年 会  費 258 000 210 000 新 31名 J71名 2組 織教宣費 80 000 83 450 火会 委 員会

4身 会 費 400 000 788 000 新 30名 切 苦 13名 3総  会  費 240 000 224 700 行f代  道 知牛

2県 駐ケ■l成令 300 000 415 055 4揮 楽会交通費等
4会  成  費 30 000 31 450 幹■会1じ

5通  信  管 50 000 108 500

3争  lt 合 30 000 20 000 友町団体か ら 6渉  外  費 30 000 15 000 理r,金午

4推  収  入 70 000 85 428 会報 広 キ代イじ 7会 報発行費 300 000 164 060 6～ 7■分代

5雑  赳  令 647 507 647 507
8積  立  金 400 000 700 000 労金t別 頂0 4身 会費分

9子  備  費 375 507 651 600

1 755 507 2 230 990 pl 1 755 507 2 230 990

干| 目 予 算 須 満 西 tr4 B 予 算 額 1高 要

l会 費 1 155 000 1行  動  費 282 0001中

＾
〓
　
　
費

入 会  金 65 000 年会員 35名 終 身会貞 30名

牒
行
動
費

72 000 会印鑑作成 文 ■代

210 000 各ほ会合交iこ費lu

年 会  費 250 000 新社 35名 旧 90名 2組 織敦 i資 85 000 研修公、普及活動

終身会費 840 000 新規 30名 切 誉 15名 3総  会  資 350 000 40～50名参サRすた

2県 戦ケ助成金 454 000 4を 集会交通費等fc当
4会  校  費 36 000 軒事会今

5通  信  費 168 000 発」F経費等
3奇  lt 金 30 000 関係団体等よりtl令 6ル  タト 費 30 000 関係凹作慶串用

4雑  収  入 S5 000 会報広告代等 7会 乱発行費 300 000 年 4回 発行予定

5殺  越  金 651 600
8煮  立  金 850 000 lH身会費宿立分

9+ 備  賞 274 600

討 2 375 600 高| 2 375 600
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（客

写̈
議
昼

会
則
の
改
正
に
つ
い
て

（第

一
号
議
案
）

昭
和
六
十
二
年
度

事 務 局 だ よ り(行動日誌から)
(昭和6241-口 日オ863331)

会計監査報告

収支証拠書類、預金通帳等についての監査の結果

妥当に執行されているものと認めます。

昭和63年4月 22日

会計監査 庄司三雄③
会計監査 田中英子③

活

動

方

針
（案
）

人
生
八
十
年
時
代
は
、
退
職
後
も
ま
た
二
十

年
間
生
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。

こ
の
よ
う
な
今
後
の
長
い
退
職
後
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
乍
ら
、
私
た
ち
が
、

健
康
で
、
平
和
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら

の
退
職
者
会
の
役
割
と
存
在
意
義
は
、
質
量
両

面
か
ら
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
前
提
に
た
っ
て
次
の
よ
う
な
活
動
を

す
す
め
る
。

向
、
会
員
の
役
に
立
つ
、
健
康
、
経
済
、
家
庭

問
題
な
ど
巾
広
く
キ
メ
の
細
か
い
情
報
を
正

し
く
、
速
く
知
ら
せ
る
よ
う
、
会
報
発
行
回

数
増
加
、
内
容
充
実
に
努
め
る
。

日
、
福
利
厚
生
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
全
労

清
、
労
金
等
と
連
携
を
密
に
し
、
且
つ
会
員

に
役
立
つ
よ
う
提
言
改
善
を
求
め
る
。
ま
た
、

民
間
生
保
な
ど
、
会
員
及
び
中
高
年
向
け
、

医
療
給
付
な
ど
の
開
発
商
品
の
発
掘
、
紹
介

ｔ一‐
、
会
の
名
称
の
変
更

会
則
第

一
条
に
あ
る

「神
奈
川
県
職
労
、

退
職
者
厚
生
会
」
の
名
称
を

「神
奈
川
県
職

労
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
に
変
更
。

理
由
は
か
ね
て
か
ら
呼
び
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
会

へ
の
名
称
変
更
の
要
望
に
沿
い
検

討
の
結
果
改
正
案
の
名
称
を
提
案
す
る
。

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、木
魂
、山
彦
の
ご
と
く

〓

を
行

う

。

日
、
中
央
並
び
に
県
内
の
退
職
者
、
古
向
齢
者
団

体
等
と
の
交
流
に
努
め
、情
報
を
把
握
し
、
必

要
に
応
じ
て
国
会
、
中
央
、
地
方
官
公
庁

へ
の

交
渉
、
陳
情
、と巾
願
特
に
も
共
に
参
加
す
る
。

ま
た
　
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

当
会
は
勿
論
、
会
貞
に
対
し
て
も
地
元
選
出

の
国
会
、
地
方
議
員

へ
の
意
見
具
申
等
を
し
、

政
治
の
活
性
化
を
促
す
。

田
、
着
実
な
行
動
と
実
績
を
積
み
重
ね
、〈
不
の
Ｐ

Ｒ
と
共
に
新
会
員
の
加
入
促
進
を
は
か
る
。ま

た
終
身
会
員
へ
の
全
員
加
入
を
目
指
す
。

働
、
退
職
後
も
生
甲
斐
を
求
め
る
会
貝
の
た
め
、

健
康
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
加
味
し
た
事
業
な

ど
の
調
査
、
開
発
に
つ
と
め
る
。
こ
の
た
め

広
く
在
、
退
職
者
な
ど
を
通
じ
て
提
案
等
を

呼
び
か
け
、
具
体
化
を
す
す
め
る
。

内
、
社
会
の
非
難
を
う
け
る
よ
う
な
過
度
の
老

人
エ
ゴ
を
排
し
、
皆
に
愛
さ
れ
る
高
齢
化
社

会
を
目
指
す
。

ま
た
、
県
職
労
中
高
年
部
と
の
関
係
を

一

唇
密
に
し
相
互
協
力
に
努
め
る
。

匂
　
以
上
の
活
動
方
針
を
す
す
め
る
た
め
執
行

体
制
の
充
実
改
善
を
積
極
的
に
す
す
め
る
。

呼
べ
ば
直
ぐ
応
え
て
く
れ
る
会
、
ま
た
、木
の

豊
富
な
山
の
よ
う
に
質
の
高
い
会
を
目
指
す
。

０
、
執
行
体
制
強
化
の
た
め
、
事
務
局
長
を
置

会
則
第
八
条
に
は
幹
事
若
干
名
と
あ
る

が
、
執
行
体
制
の
強
化
と
渉
外
事
業
に
対
応

し
、
幹
事
の
う
ち
か
ら
、
事
務
局
長
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

年月日 項 目 摘 要 年月日 目項 要摘

62  4  6

4  14

4  1 5

4  2 0

4  24

5  6

5 1 1

5  17
-18

6 5

6 19
ヽ20

6 29

7  3

7 17

8  9

9  4

9 12

9 14

9 15

幹事会

会報 (S号 )打合せ

幹事会

幹事会

会Hl監埜及び幹事会

絡会準備打合せ

幹事会

第 3回 定期結合

幹事会

第33回県職労現業

労紅松公

労働金庁たの全幹事会

幹事会

幹事会

幹事会

幹事会
川崎市取員迪取者
会奪14■lt期 結会
地公労高怖者紫会

第17回今日高い者大指資

新退職者人会対策k討

新退職者へ入会助誘文発送

同上 十追加)

第 3回 定期浩全通知々送

幹事及び県職労事務局

浩台手Hl等打合せイ新規幹事 予定者を金む,

出席千36名 於 衛根大平干

会報 6号 発送争

幹事 3名 !」席

印代表幹事出席

全労i言から新希撃保険切誉説明

同バンフレ ト 発送

会報 7号 発送

全国高怜者大集会
「
参加 しようよう」を送

副代表幹事出席

Bホ 教育会館 3名 出席

於川崎市体百館会員35名出席

62 10 2

10 2

10 24

11  6

11 14

11 28

12 1

12 12

12 18

12 25

1  ア

1  12

1  18
- 2 8

2  5

2 29

3  1

3  18
- 1 9

3 28

幹
1!「
全

退取 ■女キ手“ゃ
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二
月
に
は
い
っ
て
か
ら
今
年
は
例
年
に
な
く

寒
く
雪
や
雨
の
日
が
多
い
。
幸
に
も
こ
の
総
会

の
二
月
十
八
～
十
九
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。

会
場
の
箱
根
湖
尻
の

「し
め
し
や
ら
荘
」
は
当

退
職
者
厚
生
会
の
思
い
出
の
場
所
で
あ
る
。
第

八
回
の
中
高
年
部
総
会
が
こ
の
会
場
で
開
催
さ

れ
当
会
の
発
起
人
が
招
か
れ
発
足
に
む
け
て
激

励
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い

出
す
。

こ
の
日
の
参
集
者
約
四
十
名
、
当
退
職
者
厚

生
会
か
ら
は
、
阿
部
、
串
日
、
青
木
、
児
玉
の

四
役
員
が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

第

一
日
目
　
午
後
三
時
開
催

議
長
選
出
の
あ
と
、
明
田
中
高
年
部
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
来
賓
と
し
て
県
職
労
委
員
長
未
到

着
の
た
め
繰
上
げ
て
当
会
児
玉
副
代
表
幹
事
が

お
祝
と
入
会
の
お
願
を
兼
ね
て
ご
挨
拶
、
次
い

で
記
念
講
演
と
し
て
、
か
な
が
わ
生
協
厚
生
年

金
基
金
常
務
理
事
、
山
口
順
久
氏
の

「年
金
と

老
後
」
と
題
し
て
、
年
金
改
正
の
背
景
と
今
後

の
対
応
な
ど
話
さ
れ
た
。

予
定
に
従
っ
て
本
日
は
こ
れ
で
行
事
を
終
わ

り
、
夕
刻
か
ら
の
懇
親
会
と
、
そ
の
あ
と
は
囲

碁
、
カ
ラ
オ
ケ
、
将
棋
の
各
大
会
が
自
称
天
狗

自
慢
も
出
現
し
て
深
夜
ま
で
熱
戦
が
つ
づ
い
て

い
た
。

第
二
日
目
、
九
時
三
十
分
、
定
期
絡
会
開
催
、

県
職
労
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と

一
般
経
過
報

告
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
、
運
動
方
針
案
、

役
員
選
出
と

つ
づ
き
、
討
論
採
択
、
い
づ
れ
も

可
決
成
立
　
十

一
時
〓
十
分
閉
会
し
た
。

今
回
は
新
顔
参
加
が
七
割
を
占
め
て
い
た
と

は
喜
ば
し
い
と
感
じ
た
。

側
県
職
労
４５
才
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（抜
粋
）

０
く
ら
し
む
き
に
つ
い
て

４０
‐
５０
才
代
が
「古
し
い
」
と
の
比
宇
高
し
。

ｏ
健
康
状
況

病
気
勝
ち
の
通
院
者
約
１３
％
、

病
気
で
は
田
心
臓
病
、
と
高
血
圧
　
‐２‐
足
腰

の
痛
み
、
０
消
化
器
病
の
順
。

ｏ
退
職
後
の
生
活
に
つ
い
て

木
だ
考
え
て
い
な
い
が
約
７０
％
、
で
生
活
設

計
の
出
来
て
い
る
人
は
使
か
４
％
。

ｏ
現
在

一
番
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
？

的
退
職
後
の
こ
と
、
口
健
康
の
こ
と
、
‐３‐
子

供
の
こ
と
、
と
つ
づ
く
。

以
　
上

ｏ
中
年
期

は
生
涯

の
関

ヶ
原
合
戦
場

？

一
日
に
中
高
年
期
と
い
っ
て
も
、
中
年
期
と

高
年
期
と
は
、
大
き
な
断
た
が
あ
る
。
中
年
期

と
い
え
ば
、
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
と
い
え

よ
う
が
、
こ
の
世
代
は
職
場
で
は
地
位
も
，
く

な
り
責
任
も
大
き
く
の
し
か
か
る
。

一
方
　
家
庭
に
あ

っ
て
も

一
家
の
大
早
村
と

し
て
年
代
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
小
学
校
か
ら
高

校
生
ま
で
の
親
と
し
て
経
済
的
に
も
精
神
的
に

も
重
圧
に
あ
え
ぎ
、
加
え
て
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ

れ
ば
、
そ
の
支
払
い
に
も
苦
労
す
る
。
こ
ん
な

こ
と
も
あ

っ
て
こ
の
世
代
に
な
る
と
青
年
時
代

の
若
い
血
潮
も
消
え
、
労
働
運
動
に
参
加
し
た

人
も
保
守
化
、
消
極
的
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。

こ
の
世
代
に
無
理
し
た
人
で
高
年
期
に
入

っ

て
倒
れ
る
人
が
多

い
。
十
年
程
前
か
ら
二
十
年

代
に
成
人
病
が
増
加
し
、
驚
い
た
使
用
者
側
が

二
十
代
後
半
か
ら
成
人
病
集
団
検
診
を
は
じ
め

の
こ
と
を
思
い
出
す
。
私
た
ち
の
頃
は
麻
径
狂

で
徹
夜
行
為
の
シ
ワ
寄
せ
が
高
年
期
に
な
っ
て

後
遺
症
と
し
て
療
養
生
活
に
入

っ
た
者
が
多

か
っ
た
が
、
今
で
は
勉
食
時
代
の
肥
満
の
原
因

の
人
が
多
く
な
っ
た
。
本
庁
勤
務
を
し
て
い
た

頃
は
、
室
の
過
密
な
人
員
、
書
類
の
山
、
煙
草

の
煙
な
ど
で

一
日
も
居
る
と
酸
素
欠
乏
の
よ
う

に
吐
気
を
も
よ
お
し
た
。

あ
る
人
に
言
わ
せ
れ
ば
、
万
病
の
巣
の
よ
う

だ
と
酪
評
す
る
。
集
団
校
診
の
前
に
な
す
べ
き

こ
と
が
多

い
、
と
思
う
。

中
年
期

へ
の
提
言
は
、
先
ず
大
黒
柱
の
貴
方

が
倒
れ
な
い
こ
と
だ
。
大
黒
柱
が
倒
れ
た
ら
残

さ
れ
た

一
家
は
離
散
の
危
険
に
な
る
。
仕
事
に

夢
中
に
な
り
昇
進
を
望
む
の
も
無
理
な
い
が
、

成
人
病
に
な
り
倒
れ
た
ら
何
も
残
ら
な
い
。
中

年
期
の
頃
は
毎
年
度
末
、
万

一
、
自
分
が
倒
れ

た
ら
、
家
族
の
ん
に
可
能
な
最
大
限
度
い
く
ら

の
■
命
保
険
額
を
付
け
て
お
い
た
ら
よ
い
か
を

試
算
し
、
経
汚
的
に
キ
し
か
っ
た
が
、
掛
金
の

安
い
　
グ
ル
ー
プ
保
険
を
毎
年
契
約
更
新
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
健
康
に
も
気
を
付
け

た
が
、
ガ
ン
の
精
密
検
査
に
は
命
の
縮
ま
る
思

い
が
し
た
も
の
。
と
に
か
く
子
供
が
成
人
す
る

迄
、
夫
婦
で
健
康
に
た
意
し
て
万

一
に
備
え
る

の
が
中
年
期
の
責
務
で
あ
る
。
退
職
後
の
こ
と

は
高
年
期
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
よ
い
。

ｏ
高
年
期

に
な

っ
た
ら
退
職
後

の
備
え
を

五
十
代
に
入
る
と
歳
月
の
拒
つ
の
が
速
く
感

じ
る
。
い
つ
し
か
退
職
勧
奨
や
走
年
期
が
忽
ち

や
っ
て
く
る
。
子
供
達
も
大
学
生
が
多
く
な
る
。

高
年
期
に
な
る
と
第

一
の
人
生
の
成
否
が
ほ
ほ

定
ま
る
が
、
た
と
え
不
遇
と
感
じ
て
も
腐

っ
て

は
な
ら
な
い
。
退
職
し
て
か
ら
幸
福
感
に
ひ
た

る
こ
と
が
多
い
。
人
間
は
死
ぬ
ま
で
分
か
ら
な

い
の
で
あ
る
。

「第

一
の
人
生
が
駄
日
で
も
、
第
二
の
人
生

で
勝
負
だ
。
第
二
の
人
生
が
駄
日
な
ら
第
〓
の

人
生
を
子
供
達
に
託
そ
う
。
人
生
は
三
代
の
長

期
勝
負
の
正
念
場
」
と
行
こ
う
。

退
職
し
た
ら
職
場
の
上
下
関
係
が
な
い
自
由

慾
達
の
世
界
、
勝
負
と
は
健
康
、
経
済
、家
庭
を
含

め
広
域
土
侠
で
あ
る
。，Ｄ
年
期
に
は
退
職
時
ま
で

夫
婦
で
精

一
杯
健
康
に
生
き
抜
く
こ
と
だ
。一
Ｋ
）
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自
治
労
神
奈
川
県
本
部

第
六
日
退
職
者
会
溜
会

と
　
き
、　
一
九
八
七
年

一
二
月

一
二
日

と
こ
ろ
、
横
浜
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

私
た
ち
に
最
も
関
係
の
深
い
こ
の
会
の
給
会

も
第
六
回
と
回
を
重
ね
、
横
浜
、
川
崎
な
ど
の

先
輩
格
の
各
地
方
自
治
体
退
職
者
会
関
係
七
約

７０
名
が
参
集
。
次
の
よ
う
な
運
動
の
進
め
方
を

承
認
し
た
。

な
お
、
新
役
貝
に
は
当
会
か
ら
は
Ｍ
本
幹
事

を
推
せ
ん
、
承
認
さ
れ
た
。

ｏ
組
織
の
拡
大
強
化
と
動
員
力
を
高
め
る
。

ｏ
学
習
活
動
や
経
験
交
流
を
進
め
る
。

ｏ
福
利
厚
生
活
動
推
進
。

(とき)19871212、 (ところ)横 浜 労働福祉センター

窮St■ギ本部uお 古ち差研経会

）

ｏ
減
税

へ
の
シ

ッ
ベ
返
し

医
療
費
控
除

「
足
切

り
」

一
〇
万
円
に
倍
増

所
得
化
の
注
椛
と
か
、
配
偽
キ
特
別
昨
除
一１６

ガ
Ｓ
千
円
一
そ
れ
に
配
偶
イ
絆
除
兜
徹

（鈍
万

円
）
い
一前
サ
八
Ｈ
て
は
、
配
偶
キ
昨
除
３３
万
円
、

現
行
と
お
り
と
キ
き
ま
し
た
が
、
竹
定
中
告
さ

れ
た
方
は
お
気
付
き
の
と
お
り
、
六
十
二
年
度

に
限
り
配
偶
者
控
除
が
お
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

う
れ
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
、
気
の
付

か
な
い
と
こ
ろ
で
増
税
が
行
わ
れ
る
。
６３
年
度

か
ら
は
医
療
貸
昨
除
が
倍
増
、
つ
ま
り

一
世
併

一
年
間
に
支
払

っ
た
に
材
贅
が
今
迄
五
万
円
を

超
え
る
部
分
が
、
碇
定
中
告
の
除
課
税
所
得
か

ら
キ
引
か
れ
、
枕
金
が
も
ど
っ
て
き
た
が
　
６３

年
度
か
ら
は
こ
の
五
万
円
の

「
足
切
り
」
額
が

十
万
円
に
倍
増
す
る
。
つ
ま
り
、
医
療
☆
が
―

万
円
を
上
廻
ら
な
い
と
医
療
賢
姓
除
が
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
の
部
分
が
増
税
と
な
る
３

こ
の
ね
ら
い
は
、
毎
年
二
百
万
件
に
も
及
ぶ

医
療
安
控
除
中
告
を
減
ら
し
た
い
の
が
税
務
当

ら
の
ね
ら
い
　
こ
れ
で
一
０
％
以
上
は
波
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。

ｏ
昭
和

６３
年
度
公
的
年
金
額
改
定

で

差
別
攻
勢
始
ま
る

恩
給
は
ぉ
％

公
的
年
全
抑
％

６３
年
度
予
算
案
に
は
公
的
年
金
額
改
定
率

二
％
と
計
上
し
午
ら
、
６２
年
度
物
価
上
昇
率
が

一
％
な
る
こ
と
を
理
由
に
関
係
各
省
庁
は
こ
の

旨
各
関
係
審
議
会
に
引
下
げ
を
詰
出
し
よ
う
と

≡

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
全
国
各
退
職
者
会
は

去
る
３
月
、
衆
　
参
各
政
党
地
方
行
政
委
員
に

対
し
、
恩
給
と
同
事
改
定
を
要
請
し
た
。

恩
給
団
体
の
政
治
力
を
み
る
と
き
わ
れ
わ
れ

退
職
者
会
の
存
在
意
義
も
重
要
に
な
っ
て
き
た
ｃ

ｏ
肥
満
体

の
人
は

免
疫
抵
抗
力
が
低
下

肥
っ
た
人
は
、
高
血
ｌｉ
、
心
臓
塙
な
ど
で
憤

え
て
い
る
人
が
多
い
が
、
最
近
の
研
究
で
分

か
っ
た
こ
と
は
、
肥
満
体
の
人
は
ま
通
の
人
に

新
　
聞

・
雑
　
誌

切

抜

控

帖

比
べ
て
、
病
気
の
際
病
由
な
ど
に
対
す
る
免
及

機
能
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま

り
病
気
に
か
か
り
や
す
い
の
で
あ
る
。
用
心
し

よ
う
。
食
車
に
気
を
付
け
　
行
日
歩
く
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
，

ｏ
便
利
な
生
活
、
老
人
病
を
招
く

基
礎
代
謝
の
大
幅
減

家
庭
製
品
の
洋
及
な
ど
で
暮
ら
し
が
使
利
に

な
り
、
高
齢
者
の
日
常
，
活
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
景

（基
礎
代
謝
）
が
三
十
年
前
に
比
ぺ
大

幅
に
減

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ロ
ュ
■
主
研
の
小
林
部
長
ら
の
調
査
で
は
、

オー
に
し
―
才
以
上
で
人

‐――‐ｉ
に
減
少
す
る
と

い

つヽ
　
こ
の
原
円
と
し
て
は
起
動
不
足
に
よ
る
高

接
の
イ
エ
ネ
‐１
用
の
に
か
、
日
頃
体
を
使
わ
な

い
た
め
航
内
上
が
減
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に

よ
る
＝
折
や
、
た
ん
ば
く
質
不
足
か
ら
な
た
き

―，
に
な
る
例
が
多
い
と
い
う
「

よ
く
体
を
動
か
す
こ
と
だ
≡

ｏ
魚
や
納
豆
、
豆
腐
な
ど

の

健
康
食
品
を
再
認
識

し
よ
う

音
の
人
は
科
学
知
識
が
未
だ
普
及
し
て
い
な

か

っ
た
が
、
小
い
体
険
か
ら
　
い
ろ
い
る
の
健

康
食
市
を
開
発
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

点
が
内
に
比
べ
て
ガ
ン
化
に
対
す
る
影
響
が

少
な
く
対
ガ
ン
幼
来
の
あ
る
も
の
が
可
成
り
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う

ま
た

納

上
は
、

動
旅
奴
化
の
工
円
で
あ
る
ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

洛
融
作
用
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
情
巾
作

な
ど
の
ｍ
液
の
流
れ
を
よ
く
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
０
店
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
あ
り

低
カ
ロ
リ
ー
食
と
上
た
ん
ぱ
く
質
を
兼
ね
た
健

康
企
品
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
，

こ
れ
ら
は
高
締
者
用
と
し
て
最
適
と

い
え
よ

（
お
ね
が
い
）

役
に
サ
ち
そ
う
な
新
聞
や
雑
誌
の
切
り
抜
き

が
あ
り
ま
し
た
ら
　
事
務
局
ま
で
送

っ
て
く
だ

さ
い
。



昭和63年 5月 1日 神奈川県職労退職者厚生会 第 9 号  18)

「第
十
七
回
全
国
高
齢
者

大
集
会
」
に
参
加
し
て

～
改
め
て
「老
」
に
つ
い
て
お
も
う
～

矢
　
部
　
市
太
郎

私
は
、
上ハ
十

一
年
度
に
県
を
退
職
し
ま
し
た
。

在
職
中
は

「老
人
福
朴
」
に
関
係
し
た
仕
事
を

担
当
し
、
人
■
八
十
年
時
代
も
定
着
し
た
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
詰
問
題
に
取
り
紅
ん
で
い

た

一
人
で
し
た
。

例
年
の
こ
と
な
が
ら
今
年
も
九
月
十
五
日

「敬
老
の
日
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り

「老
」
と

言
う
こ
と
に
対
す
る
不
安
が
身
に
し
み
し
み
と

感
じ
る
こ
と
は
、
退
職
さ
れ
た
皆
様
方
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
は
ど
う
し

よ
う
、
月
の
収
人
は
、
生
活
費
は
ど
の
位
か
、

今
更
な
が
ら
無
計
画
で
あ

っ
た
私
が
情
け
な
く

て
。
そ
う
言
え
ば

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
に
対
し

て
考
え
る
勉
強
会
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

無
関
心
で
い
た
…
。
悔
や
ん
で
も
仕
方
の
な
い

こ
と
だ
。
丁
度
そ
の
頃
、
こ
の
集
い
の
案
内
を

手
に
し
ま
し
た
。
勿
論
参
加
し
ま
す
と
お
願
い

し
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
、
川
崎
駅
前
で

「
ハ
テ
ー
体
育

魁
は
ど
の
方
角
か
な
」
ふ
と
前
を
見
る
と
茨
城

県
の

「退
職
者
の
会
」
の
旗
を
先
頭
に
し
た

一

回
が
日
に
入
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
集
回
の
後
に
つ
い
て
会
場

へ
。
反

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

対
側
の
歩
道
に
も
同
じ
年
代
の
人
が
兄
受
け
ら

れ
た
。
今
日
の
参
加
者
は
相
当
多
い
な

，
と
思

い
つ
つ
会
場
に
向
い
ま
し
た
，

川
崎
市
体
市
館
に
十

一
い
二
十
分
ｒ
忙
ど
お

り
到
着
出
来
て
ひ
と
安
心
、
役
ｉｔ
の
あ
中
で
会

場

へ
、
話
し
に
よ
る
と
今
回
は
‐１１≡
年
に
抗
い
て

二
回
目
と
の
こ
と
、
場
内
は
も
う
　
附
も
　
附

も
満
席
や
っ
と
都
庁
職
覚
と
の
境
い
の
と
こ
ろ

に
着
席
、
各
組
合
の
い
ろ
と
り
ど
り
の
旗
や
、

「豊
か
な
老
後
を
」
「年
令
課
祝
の
平
成
を
」
な

ど
の
梅
断
幕
、
そ
し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
を
胸
に
し
た

人
差
が
目
に
つ
く
。
全
国
各
地
か
ら
の
自
市
体
、

国
鉄
退
職
者
、
企
業
の
退
職
者
及
び
地
域
老
人

団
体
関
係
者

（＝
日
の
発
表
で
は
参
加
者
は
四

千
人
を
超
え
て
い
た
と
い
う
）
が
ひ
し
め
き
あ

い
熱
気
が
む
ん
む
え
し
た
中
で
定
刻
十
二
時
に

開
催
。
「健
康
で
安
心
で
き
る
高
齢
期
を
つ
く

る
大
行
動
実
行
委
員
会
」
が
二
催
す
る

「第
十

七
回
高
齢
者
大
集
会
」
が
伊
藤
川
崎
市
長
の
浜

拶
で
幕
が
開
き
、
続
い
て
黒
川
実
行
委
員
代
表

に
よ
る

「
地
域
活
動
に
積
極
的
な
社
会
発
展
に

努
力
す
る
た
め
の
自
党
を
持
と
う
」
と
の
基
調

報
告
、
ま
た
、
死
者
十
七
人
を
出
し
た
東
京
都

内
の
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
の
火
災
を
繰
り
返

さ
め
た
め
に
は

「高
齢
者
福
祉
の
保
健
施
設
の

建
設
を
」
な
ど
二
十
八
項
目
に
及
ぶ
要
求
が
掲

げ
ら
れ
た
。
ま
た
政
党
関
係
者
よ
り
放
励
の
挨

拶
が
あ
り
大
会
に
花
が
そ
え
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
地
域
老
人
福
祉
団
体
か
積
極
的
に
自
己
意

訳
の
向
上
、
禍
祉
の
拡
充
を
図
る
た
め
の
活
動

状
況
の
報
告
と
併
せ
て
地
比
活
動
の
必
要
＝
な

ど
を
参
加
者
に
せ
つ
せ
つ
と
う

っ
た
え
て
い
ま

し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
人
気
孜
手
の
金
沢

明
ｒ
さ
ん
の
会
場
の
附
み
隅
み
ま
で
智
き
は
る

民
品
の
放
々
　
参
加
杵
の
手
柏
十
も

一
眸
高
く

は
，
る
　
中
に
は
リ
ズ
ム
に
の
リ
ロ
ず
き
む
人

も
兄
受
け
ら
れ
た
．

止
後
に

「出

ｌｌｉ
め
の
な
い
年
需
拡
大
を
喰
い

――！
め
　
平
和
な
世
舛
を
、
私
と
の
ｒ
や
係
に
引

継
ぐ
た
め
我
々
高
肺
杵
が
先
頭
に
立
と
う
」
の

実
会
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
た
．

忙
前
、
戦
後
を
と
お
し
て
多
雑
な
時
代
を
■

さ
て
メ
た
、
‐ｌｒ４
和
ひ
と
け
た
の
私
足
。
今
は
、

老
後
の
■
市
に
対
し
て
の
不
安
に
お
そ
わ
れ
て

い
る

「在
清
的
」
に

「
健
康
面
」
で
は
ど
う
し

よ
う
、
と
悩
ん
で
い
る
昨
今
で
す
が
、
沈
ん
で

ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
の
生
活
様
式
を
作
定
す

る
た
め
の
発
想
の
転
換
を
図
り
　
も
う
ひ
と
ふ

ん
ば
り
し
な
く
て
は
、
そ
し
て
人
生
の
仕
上
げ

を
し
な
く
て
は
、
そ
う
で
す
　
ま
だ
ま
だ
不
充

分
な
老
人
福
イＩＬ
対
策
を
、
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
積
極
的
な
活
動
を
図
る
こ
と
が

必
要
、
そ
の
積
み
重
ね
が
私
達
の
老
後
の
不
安

解
消
に

一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
同
時

に
、
次
の
世
代
の
子
や
孫

へ
よ
り
良
い
橋
渡
し

が
出
来
る
の
だ
と
自
問
自
答
し
な
が
ら
帰
路
に

つ
く
私
の
汗
ば
ん
だ
体
に
微
風
が
心
地
良
か
っ

た
。

ア
ジ
ア
の
貧
し
く
病
め
る

子
供
達
の
た
め
に
使
用
ず

み
古
切
手
を
送
ろ
う
Ｈ

み
な
さ
ん
が
何
気
な
し
に
結
て
て
い
る
使
用

ず
み
古
明
手
が
、
東
荷
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
子
供

進
救
済
の
医
療
援
助
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

切
手
の
ま
わ
り
を

一
Ｃｍ
位
の
企
白
を

ハ
サ
ミ

で
切
り
と

っ
て
当
退
職
者
会
か
左
記

へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

先
月
、
県
職
労
本
部
高
梨
さ
ん
の
ご
協
力
で

大
袋

一
杯
の
今
迄
た
め
て
お
ら
れ
た
古
切
手
を

合
わ
せ
持
参
し
て
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

記

送
り
先
〒
‐６０
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田

２

１

３

１

‐８

‐

２３

仙
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会

帆
　
〇
三
十
二
〇
人
―
二
四

一
六
番
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